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特集  開館一年と未来のアルテピア
平成 29 年度決算報告 / 防災訓練 / たうんとぴっくす /

青少年海外研修 / 健康の窓 / ジョーホーの森 /

安来駅どじょうすくい出迎え隊

当日の様子が
　モザイクアートに
みんなで作ろうあらエッサの介

来場者の画像を使って、あら
エッサくんができました。皆
さんの画像がどこに使われて
いるか探してみてください。
▼公式サイト
http://gungunsplash.main.jp/

今月の表紙：ガンガンスプラッシュ
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も く じ

世界へ羽ばたく

　この夏、ひとつの別れと出会いがありました。任期

を終えたALT（外国語指導助手）３人が離任し、新し

く４人が着任しました。３年間、市内で暮らした皆さ

んには、これでお別れではなく、これからも安来の良

さを世界に伝えていただきたいと思います。一方、着

任した皆さんは各学校で熱心に指導頂くとともに、安

来での暮らしを満喫してください。

　安来市では2学期からALTを１人増員し、５人体

制で外国語教育の充実を図ります。2020年には小学

校で新学習指導要領が完全実施となり、中学年の外国

語活動、高学年の外国語科が始まります。児童にとっ

て無理なくスムーズに移行できるよう、今年度から国

の制度に先行する形で外国語活動を進めています。

　一方、認定こども園、保育所、幼稚園にも引き続き

ALTを定期的に派遣します。この安来市独自の取り組

みは、子どもたちが外国語を身近に感じ、他国文化へ

の興味・関心を養ってもらいたいからこそ取り組んで

います。

　経済のグローバル化が進み、訪日外国人も今年は昨

年を上回るペースで2,000万人を超えています。日本

は国際社会の一員です。安来市の児童・生徒たちが国

際感覚を持ち、世界に羽ばたいていけるよう引き続き

外国語指導事業に力を入れていきます。
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別 刷　市民カレンダー

10月の行事／日曜日・祝日診療など

別 刷　なかうみマラソン応援旗

今月の表紙

市長室だより

市政トピックス

特集：総合文化ホール開館一周年

開館一年と未来のアルテピア

平成29年度決算報告

安来市防災訓練

たうんとぴっくす

青少年海外研修事業

健康の窓

新刊図書紹介

「ジョーホーの森」各種お知らせ

きらり光る☆地域（裏表紙）

現代版、富田川の戦い

　地域住民で育てる月山富田城跡を

目指したイベント「竹水鉄砲合戦

G
ガ ン ガ ン ス プ ラ ッ シ ュ

UNGUNSPLASH」が飯梨川河川敷で

開催されました。4人一組のチーム戦で、

狙うのは頭上のポイ。同級生７人と参加

した竹田晏
あんな

奈さん（広瀬小６年）は「チー

ムワークが発揮できて1勝することがで

きました」と話してくれました。

撮影日／8月26日　場所／広瀬町飯梨川河川敷
信
長

短
市

▲左から近藤市長、ゼング・ミュージカ・ジャ

シンさん、ビリングス・トレバー・ケードさん、

サノ・ハラシさん。右上はリンク・テイラー・

レネーさん。いずれも出身はアメリカです。

市長室だより
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市政トピックス　最近の主な動きを紹介します

　

Ｊ
Ｒ
安
来
駅
か
ら
市
内
主
要
観
光

地
へ
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
８
月

10

日
か
ら
運
行
開
始
し
ま
し
た
。
こ

の
特
別
便
で
は
、
清
水
寺
、
安
来
節

演
芸
館
、
月
山
富
田
城
跡
等
を
訪
問

し
安
来
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

清
水
寺
と
富
田
城
跡
方
面
へ
の

シ
ャ
ト
ル
便
の
運
行
は
初
め
て
の
取

り
組
み
。
Ｊ
Ｒ
安
来
駅
を
起
点
と
し

た
観
光
客
が
観
光
地
へ
ス
ム
ー
ズ
に

向
か
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
回
の
利
用
状
況
な
ど

を
基
に
、
引
き
続
き
２
次
交
通
の
充

実
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

英
語
で
伝
え
て
楽
し
も
う

地
域
医
療
の
実
態
を
直
接
聞
く

　

子
ど
も
の
英
語
へ
の
興
味
を
高

め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
に
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

キ
ャ
ン
プ
を
８
月
20

・
21

・
27

日
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

全
て
の
会
話
は
英
語
を
使
う
こ
の

活
動
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
が
考

案
し
た
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
自
分

の
考
え
を
英
語
で
一
生
懸
命
に
伝
え

て
い
ま
し
た
。

　

第
三
中
学
校
３
年
の

謝じ
ゃ
は
な花
颯
太

さ
ん
は
「
全
て
英
語
で
話
す
の
は
難

し
い
け
ど
、
伝
わ
る
と
楽
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▶
食
後
は
、
栄
養
教
諭
か
ら
朝
食
の
大

切
さ
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

▶
幼
稚
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
３

日
間
で
48
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

観
光
地
へ
の
特
別
便
出
発

▲初日は乗客に記念品が渡されました。運行は特急やくも

のダイヤに合わせて１日３往復、９月 30 日までの予定。

▶
市
で
は
医
学
生
・
看
護
学
生
向
け

の
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

安
来
市
の
地
域
医
療
へ
の
関
心
を

広
め
よ
う
と
「
地
域
医
療
を
守
る
交

流
会
」
を
８
月
19

日
に
安
来
市
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
医
療
に
興
味
を
持
つ
高
校

生
や
そ
の
保
護
者
な
ど
35

人
が
参

加
。
現
役
の
医
師
や
看
護
師
か
ら
現

場
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　

安
来
高
校
３
年
の
今
井
絹
さ
ん
は

「
安
来
に
無
医
地
区
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
驚
い
た
。
看
護
師
を
目
指
し

て
い
る
の
で
、
将
来
は
安
来
で
地
域

医
療
に
貢
献
し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

８
月
７
・
８
日
に
市
給
食
セ
ン

タ
ー
で
、
親
子
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
食

材
を
工
夫
し
て
好
き
嫌
い
を
な
く

そ
う
」
。
２
日
間
で
49

人
が
参
加
し
、

給
食
に
出
て
く
る
メ
ニ
ュ
ー
を
調
理

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
包
丁
の

使
い
方
や
調
理
に
適
し
た
切
り
方
な

ど
を
教
わ
り
な
が
ら
料
理
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
苦
手
と

す
る
子
ど
も
が
多
い
食
材
を
食
べ
や

す
い
よ
う
調
理
法
を
工
夫
し
た
も

の
。
家
庭
で
も
作
れ
る
よ
う
レ
シ
ピ

が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

苦
手
な
食
材
を
食
べ
や
す
く
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開館一年と
　　未来のアルテピア

特集

開館後一年、アルテピアを舞台に様々な催しや取り組みが行われてきまし
た。今回の特集では、この一年を振り返るとともに、これからも多くの人が
集うホールを目指した取り組みを紹介します。

1月 29 日に開催した陸上自衛隊

中部方面音楽隊「スマイルコン

サート」。フィナーレは市内高校

の吹奏楽部との合同演奏で会場

を盛り上げました。

平成 29 年 9 月 9 日開館。地上

４階建て。大ホールの収容人数

は 1008 人。この他、小ホール・

展示室・会議室・練習室・市民

ラウンジなどがあります。

2018 月号10 4

総合文化ホール「アルテピア」開館一周年

2018 月号10
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場
を
提
供
す
る
こ
と
が
ホ
ー
ル
の
使

命
で
す
」
と
話
す
の
は
、
ア
ル
テ

ピ
ア
の
久
保
田
孝
館
長
。
「
一
年
目

は
『
出
会
う
』
を
テ
ー
マ
に
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
多
種
多
様
な
鑑

賞
の
場
を
企
画
し
た
り
誘
致
し
た
り

と
、
一
年
目
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
文

化
芸
術
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

第
一
と
し
ま
し
た
」
。

　

そ
の
結
果
、
こ
の
一
年
間
の
入
館

者
数
は
予
想
を
大
き
く
上
回
る
約

20
万
人
。
オ
ー
プ
ン
効
果
が
あ
る
と

は
言
え
、
単
純
に
計
算
す
る
と
安
来

市
民
が
一
人
あ
た
り
約
５
回
も
来
場

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

久
保
田
館
長
は
「
貸
し
館
と
し
て

も
市
民
の
皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
大
小
ホ
ー
ル
・
展
示
室
の
稼
働
率

は
平
日
を
含
め
て
５
割
を
超
え
て
い

ま
す
」
と
語
り
ま
す
。
こ
の
要
因
の

一
つ
に
施
設
の
規
模
が
あ
る
と
言
い

ま
す
。

　

「
イ
ベ
ン
タ
ー
（
コ
ン
サ
ー
ト

等

の

催

行

会

社

）

に

と

っ

て

当

館

は

使

い

勝

手

が

良

い

よ

う

で

す
。
１
５
０
０
席
以
上
の
ホ
ー
ル

一
年
経
っ
た
ア
ル
テ
ピ
ア

　

ス
モ
ー
ク
ブ
ル
ー
色
の
外
観
が
安

来
の
風
景
に
馴
染
ん
で
き
た
総
合
文

化
ホ
ー
ル
「
ア
ル
テ
ピ
ア
」
。
昨
年

の
９
月
９
日
に
開
館
し
て
か
ら
一
年

が
経
ち
ま
し
た
。

　

「
ア
ル
テ
」
は
芸
術
を
表
す
ス
ペ

イ
ン
語
と
イ
タ
リ
ア
語
の
ア
ル
テ

（a
rte

）
。
そ
し
て
、
理
想
郷
を
表
す

ユ
ー
ト
ピ
ア
（u

to
p
ia

）
の
ピ
ア
が

名
前
の
由
来
で
す
。
安
来
市
の
文

化
・
芸
術
の
拠
点
と
な
る
施
設
で
あ

り
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

予
想
を
上
回
る
利
用
者
が

　

「
文
化
芸
術
、
交
流
の
拠
点
と
し

て
多
く
の
方
が
訪
れ
、
活
動
で
き
る

は
松
江
・
米
子
市
に
あ
り
ま
す
が
、

１
０
０
０
席
規
模
は
近
隣
に
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
小
ホ
ー
ル

の
３
０
０
席
規
模
で
、
本
格
的
な
ク

ラ
シ
ッ
ク
か
ら
展
示
会
ま
で
多
目
的

に
利
用
で
き
る
ホ
ー
ル
は
山
陰
地
方

に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
複
数
の

ホ
ー
ル
が
あ
り
、
マ
イ
カ
ー
で
の
ア

ク
セ
ス
も
便
利
が
良
い
と
い
う
こ
と

で
、
イ
ベ
ン
タ
ー
か
ら
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
」
。

評
価
が
高
い
ホ
ー
ル
の
音
響

　

ア
ル
テ
ピ
ア
の
中
心
は
１
０
０
８

席
を
有
す
る
大
ホ
ー
ル
で
す
。
特
に

音
楽
利
用
の
場
合
は
「
音
」
が
命
。

大
ホ
ー
ル
の
音
響
に
つ
い
て
、
な
か

う
み
交
響
楽
団
の
団
長
で
、
自
ら
も

バ
イ
オ
リ
ン
の
演
者
で
あ
る
角
久
夫

さ
ん
（
市
内
在
住
）
は
次
の
よ
う
に

評
価
し
ま
す
。

　

「
松
江
市
出
身
で
元
読
売
日
本
交

響
楽
団
の
古
田
川
達
男
さ
ん
に
演
奏

し
た
と
き
の
音
響
の
感
想
を
聞
く
と

『
健
康
的
な
音
』
と
表
現
さ
れ
ま
し

た
。
病
的
な
音
で
は
な
い
と
い
う
こ

アルテピア館長

　久保田 孝　さん

なかうみ交響楽団

　団長　角久夫さん

▲大ホールは 1008 席。広めの座席は座り

心地が良く長時間でも疲れません。

総合文化ホール「アルテピア」開館一周年

特集
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と
で
す
。
つ
ま
り
、
音
が
変
わ
っ
た

り
し
な
い
、
ス
ト
レ
ー
ト
な
音
色
だ

と
い
う
こ
と
で
す
」
。

　

ま
た
、
角
さ
ん
自
身
も
「
ス
テ
ー

ジ
上
で
は
お
互
い
の
音
が
聞
き
に
く

い
こ
と
も
あ
る
が
、
客
席
で
は
小
さ

な
音
ま
で
ク
リ
ア
に
聞
こ
え
て
い
ま

す
。
バ
イ
オ
リ
ン
の
ソ
ロ
な
ど
、
し
っ

と
り
と
し
た
音
楽
に
向
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
ね
」
と
明
か
し
ま
す
。

観
客
・
フ
ァ
ン
づ
く
り
が
必
要

　

２
年
目
に
入
っ
た
ア
ル
テ
ピ
ア
。

引
き
続
き
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
く
の
に
は
何

が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

角
さ
ん
は
「
今
後
は
芸
術
に
対
す

る
理
解
や
関
心
の
あ
る
市
民
や
音
楽

フ
ァ
ン
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
全
国
の
文
化

ホ
ー
ル
に
言
え
る
課
題
で
す
」
と
指

摘
し
ま
す
。

　

「
先
日
、
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
フ
ェ
（
音

楽
試
食
会
）
と
言
う
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
も
ホ
ー
ル

だ
け
で
は
な
く
ロ
ビ
ー
で
も
。
一

回
、
気
軽
に
音
楽
を
聴
い
て
も
ら
お

う
と
い
う
の
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
」

と
、
口
コ
ミ
で
広
が
る
よ
う
な
観
客

づ
く
り
に
自
ら
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
方
、
久
保
田
館
長
も
「
２
年
目

か
ら
は
『
つ
な
げ
る
』
と
い
う
テ
ー

マ
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
、
新
し
い
文
化
の
目
を

育
ん
で
い
く
必
要
性
を
語
り
ま
す
。

　

実
際
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公
演

に
合
わ
せ
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業

（
※
）
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

積
極
的
に
展
開
し
、
芸
術
の
楽
し
さ

を
広
げ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

※
地
域
に
出
向
い
て
普
及
活
動
を
行
う

こ
と
。

ホ
ー
ル
と
の
新
た
な
関
わ
り
方

　

ア
ル
テ
ピ
ア
に
は
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

会
員
制
度
が
あ
り
、
現
在
市
民
を
中

心
に
約
８
０
０
人
が
登
録
。
同
館
の

リ
ピ
ー
タ
ー
の
主
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
約
90
人
は
、
さ
ら
に

ナ
ビ
ゲ
ー
ト
会
員
と
し
て
登
録
し
て

い
ま
す
。
同
会
員
は
、
各
種
公
演
時

に
、
チ
ケ
ッ
ト
の
確
認
や
入
退
場
の

誘
導
、
公
演
中
の
見
守
り
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
の
一
人
、
古
志
野
君
子

さ
ん
（
市
内
在
住
）
は
、
退
職
を
機

に
社
会
貢
献
を
模
索
し
て
い
た
と
こ

ろ
同
制
度
を
知
り
応
募
し
ま
し
た
。

　

「
私
た
ち
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ア

ル
テ
ピ
ア
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
が

気
持
ち
よ
く
演
奏
・
鑑
賞
で
き
る
よ

う
に
運
営
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
来
場
者
や
施
設
の
皆
さ
ん
と
接

す
る
こ
と
で
、
学
ぶ
こ
と
が
多
い
で

す
」
と
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
の
意

義
を
語
り
つ
つ
、
都
合
の
良
い
時
の

み
参
加
で
き
る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ

と
話
し
ま
す
。

　

「
こ
れ
だ
け
の
施
設
が
で
き
、
都

会
に
行
か
な
く
て
も
一
流
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
一
人
と
し
て
お
手
伝
い
す
る

こ
と
が
使
命
な
の
か
な
と
思
っ
て

▲来場者を誘導するナビゲート会員

の古志野君子さん。

① 12 月 10 には開館記念事業「NHK の

ど自慢」を開催。② 9 月には市美術展を

開催。③大ホール探訪ツアーの様子（5

月）④小ホールでの演劇の様子（12 月）

⑤アウトリーチ事業の様子。ドラムタオ

のメンバーが小学校を訪問（11 月）

①

②

③

④

⑤

6
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担
保
」
と
言
い
切
り
ま
す
。
一
定
レ

ベ
ル
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
リ
ピ
ー

タ
ー
や
フ
ァ
ン
づ
く
り
、
人
づ
く
り

に
つ
な
が
る
と
語
り
ま
す
。

　

現
在
、
同
館
で
は
自
主
事
業
と
し

て
「
ハ
ガ
ネ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
を
シ

リ
ー
ズ
化
。
国
内
外
か
ら
一
流
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
い
て
定
期
的
に

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
施
設
・
設
備
面
で
も
ま

だ
ま
だ
近
隣
の
人
に
ア
ル
テ
ピ
ア
が

マ
ル
チ
に
使
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
大
小
ホ
ー
ル
や
展
示
室

が
あ
り
、
特
に
小
ホ
ー
ル
は
、
展

示
や
ダ
ン
ス
、
飲
食
を
伴
う
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
、
幅
広
い
使
い
方
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
き

た
い
」
と
、
利
用
拡
大
の
意
気
込
み

を
語
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
様
々
な
形
で
施
設
を
活

用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

ア
ル
テ
ピ
ア
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、

日
本
的
な
市
松
模
様
が
、
常
に
変
化

し
続
け
る
発
展
の
揺
ら
め
き
を
炎
で

表
現
。
常
に
変
化
し
続
け
る
芸
術

と
、
守
り
・
発
展
し
続
け
る
文
化
を

現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ン
ボ
ル
の

よ
う
に
、
２
年
目
・
３
年
目
に
向
け
、

私
た
ち
の
心
の
豊
か
さ
を
変
化
さ
せ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
私
た
ち
が
ア
ル
テ
ピ
ア

を
舞
台
に
そ
れ
ぞ
れ
の
豊
か
さ
を
実

現
さ
せ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

や
っ
て
い
ま
す
」
と
、
安
来
が
盛
り

上
が
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ア
ル
テ
ピ
ア

　

久
保
田
館
長
は
言
い
ま
す
。
「
市

民
に
愛
さ
れ
る
ホ
ー
ル
に
し
て
い
き

た
い
」
。
と
は
言
え
一
人
一
人
の
嗜

好
や
考
え
は
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
非
日
常
的
な
空
間
を
演
出
し
て
い

く
に
は
一
定
の
決
ま
り
が
必
要
で

す
。
そ
れ
を
久
保
田
館
長
は
「
質
の

アルテピア自主事業「ハガネミュージック」

　安来の文化を音楽（芸術）の側面から支えられないか

と考え「HAGANE　MUSIC」は誕生しました。今年度は５

回シリーズで、いずれも世界各地の伝統音楽や楽器を紹

介しています。

　お招きするアーティストの共通の特徴は「自国や故郷

に誇りを持ち、音楽を通じてそれらを発信」しているこ

とです。伝統の音楽が途絶えることなく続いている、安

来で言う鉄づくり文化に通じるものがあります。

　この象徴として「HAGANE」という言葉を使い、ハガ

ネミュージックと名付けました。この

コンサートが安来の郷土愛や伝統文化

を考えるキッカケになればと思ってい

ます。

　これまで 3 回開催しましたが皆さん

に好評で、リピーターが増えてきてい

ます。山陰では初公演のアーティスト

も出演しています。

　ぜひ一度、お越しください。
アルテピア副館長
　　　坂口寛さん

▲安来節全国優勝大会は今年から総合文化ホールアルテピアに会

場を移し、8 月 15 日から行われたました。ホールの音響とアクセ

スの良さが参加者に好評でした。

▲ 8 月 26 日の HAGANE MUSIC は山陰初登場

の「パン ノート マジック」。パンとは鋼の

ドラムの意味。カリブ海周辺が発祥のドラ

ム缶でできた音階打楽器のパフォーマンス。

会場全体がトロピカルな雰囲気に。

　一方、ロビーの喫茶コーナーでは、HAGANE 

MUSIC の開催時にコンサート内容に関連した

特別ドリンクを販売。今回はココナッツ入り

のドリンクが登場。視覚や聴覚のみでなく、

味覚でも楽しむことができます。

HAGANE MUSIC 今後の予定
▼ 10 月 6 日㈯　ポルカ・ドット・アコー

ディオン▼ 12 月 2 日㈰　マリヤ・モッテ
ンソン＆フローデ・フェルハイム

総合文化ホール「アルテピア」開館一周年

特集
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平成27年度 平成28年度 平成29年度

歳入総額 歳出総額 特
集　

平
成
29

年
度 

決
算
報
告

　

平
成
29
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
３
日
開
会
の
定
例
議
会

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
２
７
９
億
１
，
０
３
５
万
円
、

歳
出
総
額
２
７
５
億
４
，
６
３
５
万
円
で
、
形
式
収
支
は
３
億
６
，

４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、
年
度
内
に
事
業
が
終
わ

ら
な
い
た
め
に
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の
一
般
財
源
が
５
，

４
２
８
万
円
で
、
実
質
収
支
は
３
億
９
７
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

活
用
す
る
な
ど
、
財
政
健
全
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■歳入総額は前年度比 8.3％の減

となりました

歳　入

区　分 平成 29 年度 平成 28 年度 平成 27 年度

歳入総額 27,910,348 30,440,543 27,882,767

歳出総額 27,546,348 29,729,640 27,315,650

差　引 364,000 710,903 567,117

一般会計

（単位：千円）

歳入総額 279 億 1,035 万円

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

320

300

280

（億円）

市税
53 億 426 万円

譲与税・交付金
10 億 3115 万円

地方交付税
89 億 8167 万円

分担金・使用料等
6 億 8908 万円

国県支出金
39 億 7998 万円

市債
44 億 3730 万円

その他
18 億 1218 万円

繰入金
16 億 7473 万円

一般会計決算は黒字が続いています

増

・大型建設事業がピー

クを過ぎたことによる

市債の減少

（△ 32 億 600 万円）

減

主なもの

・法人市民税と固定資

産税など市税の増加

（２億 5,479 万円）

・ドジョウ掬いのまち

やすぎ応援基金を取り

崩したことなど

（２億 7,346 万円）

ま
ち
の
家
計
簿

問い合わせ：財政課  ☎２３- ３０２５

■歳入総額　　歳出総額■

260

240

220

200
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歳　出
歳出総額 275 億 4,635 万円 公債費

37 億 3876 万円

災害復旧費
1 億 565 万円

議会費
1 億 9811 万円

総務費
39 億 9586 万円

民生費
69 億 6342 万円

労働費
1 億 5821 万円

農林水産業費
14 億 3647 万円

消防費
8 億 3677 万円

衛生費
20 億 6543 万円

商工費
11 億 5133 万円

土木費
25 億 3952 万円

教育費
37 億 2363 万円

諸支出金
6 億 3319 万円

み
ん
な
で
子
育
て
応
援
事
業

　
　
　
　   

　
　 

（
１
６
３
万
円
）

　

「
子
育
て
お
出
か
け
マ
ッ
プ
」

サ
イ
ト
の
運
営
。
ま
た
、
出
生

届
の
提
出
に
あ
わ
せ
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
を
出
生
記
念
品
と
し
て

贈
呈
し
ま
し
た
。

農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
　
　

　
　
　

   

（
１
億
６
４
９
１
万
円
）

　

生
産
コ
ス
ト
低
減
や
地
域
農
業

の
活
性
化
等
を
目
的
と
し
た
農
業

生
産
基
盤
整
備
（
大
区
画
ほ
場
整

備
）
を
行
い
ま
し
た
。

本
町
御
笠
線
道
路
改
良
事
業　
　

　
　
　
　
　

  

（
３
２
０
０
万
円
）

　

幅
員
が
狭
く
対
面
交
差
が
で
き

な
い
区
間
を
整
備
し
ま
し
た
。

消
防
機
械
器
具
等
整
備
事
業
　
　

　
　
　
　
　    

（
３
０
９
７
万
円
）

　

高
規
格
救
急
自
動
車
の
老
朽
化

に
よ
り
車
両
を
更
新
し
ま
し
た
。

貸
工
場
等
整
備
事
業
　
　
　

　
　
　

   

（
１
億
７
２
７
９
万
円
）

　

使
用
者
の
要
望
に
応
じ
た
貸
工

場
を
建
設
。
（
使
用
者
：
株
式
会

社 

豊
栄
工
業　

愛
知
県
新
城
市
）

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
　

　
　
　
　

   　

（
１
８
０
０
万
円
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

を
支
援
す
る
た
め
、
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
寄
附
推
進
事
業

　
　
　

   

（
２
億
３
１
４
６
万
円
）

　

お
礼
の
品
を
充
実
さ
せ
、
市
の

Ｐ
Ｒ
強
化
と
地
場
産
業
の
活
性
化

を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
申
し
込

み
サ
イ
ト
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

空
家
等
対
策
事
業

　
　
　
　
　

  　

 

（
８
７
１
万
円
）

　

空
き
家
実
態
調
査
、
所
有
者
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
ま
た
、
「
安

来
市
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

■歳出総額は前年度比 7.3％の

減となりました

増

・安来庁舎建設事業の

進ちょくによる総務費

の減少

（△ 3 億 7,706 万円）

・総合文化ホール建設

事業の完了による教育

費の減少

（△ 25 億 4,802 万円）

減

主なもの
・貸工場等整備事業等

による商工費の増加

（2 億 7,974 万円）

平
成
29

年
度
は
こ
ん
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た

特集：平成 29 年度決算報告



2018 月号10 10

平成 年度 平成 年度 平成 年度

水道事業会計

病院事業会計

電気事業会計

下水道事業会計

安
来
市
の
財
政
状
況

特
別
会
計
等
の
決
算
状
況

　

安
来
市
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
事

業
や
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
「
特
別
会
計
」
や
水
道
事
業
、
病
院

事
業
な
ど
の
「
公
営
企
業
会
計
」
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
、
水
道
料
金
や
医

業
収
入
な
ど
特
定
の
収
入
を
財
源
に
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

収
支
状
況
を
明
確
に
す
る
た
め
一
般
会
計
と
は
分
け
て
い
ま
す
。

  　　介護保険事業は特に前年度からの増加が大きくなっています

会　計　名
歳入（収入） 歳出（支出）

平成２9 年度 対前年度増減 平成 29 年度 対前年度増減

特別

会計

国 民 健 康 保 険 5,297,914 117,272 5,097,004 7,863

後 期 高 齢 者 医 療 1,100,294 72,542 1,089,169 71,672

介 護 保 険 5,002,361 215,674 4,759,389 164,184

電 気 76,937 △ 25,650 74,701 △ 26,128

下 水 道 3,133,570 15,902 3,131,937 16,249

母 里 財 産 区 757 △ 21 49 21

井 尻 財 産 区 245 △ 14 43 21

赤 屋 財 産 区 202 116 57 25

公営
企業
会計

水 道 1,151,906 429,649 1,199,972 502,533

市 立 病 院 3,010,900 △ 60,496 2,910,708 △ 84,651

●
安
来
市
は
全
て
基
準
を
ク
リ
ア

　

財
政
健
全
化
は
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
指
標
を
見
て
判
断
し
ま
す
。　

　

安
来
市
は
全
て
の
指
標
で
基
準
を

ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

●
指
標
が
基
準
値
を
超
え
る
と
　

　

指
標
が
早
期
健
全
化
基
準
を
超
え

る
と
自
主
的
な
改
善
努
力
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
財
政
再
生
基
準
を

超
え
る
と
財
政
再
生
計
画
を
策
定

し
、
国
の
管
理
の
も
と
財
政
再
建
を

目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
公
営
企
業
会
計
は

　

公
営
企
業
の
４
会
計
の
う
ち
、
病
院

事
業
会
計
で
は
、
２
億
９
８
３
５
万

円
の
資
金
不
足
が
発
生
し
ま
し
た
。

同
会
計
の
資
金
不
足
比
率
は
12
・

６
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
経

営
健
全
化
基
準
（
20
％
）
内
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

資
金
不
足
比
率
と
は
、
事
業
の
規

模
に
対
す
る
公
営
企
業
会
計
の
資
金

不
足
額
の
割
合
。
経
営
状
況
の
深
刻

度
を
示
し
て
い
ま
す
。

※簡易水道事業は、水道事業に統合しました　　　　　　　　  　　　　 　（単位：千円）

  20
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経営健全化基準　20.0％

公営企業会計の４事業は
財政健全化基準内となっています

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

※数値が低いほど、黒字が大きい。

　病院事業会計以外の３事業は黒字決算です。
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【
用
語
の
説
明
】

項　目 平成 29 年度 平成 28 年度 早期健全化基準 財政再生基準 安来市の状況

実質赤字比率 － － 12.83 20.00 

　３億 972 万円の黒字

決算で赤字額は発生し

ていません。

連結実質赤字比率 － － 17.83 30.00 

　全ての会計を合算し

て 12 億 9523 万 円 の

黒字決算となっており、

連結実質赤字額は発生

していません。

実質公債費比率 15.9  15.4 25.0 35.0 

　大型事業の借入金返

済が始まったことによ

り 0.5 ポイント増とな

りました。

将来負担比率 130.7  124.2 350.0 

　市債残高の増および

基金残高の減により 6.5

ポイント増となりまし

た。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、ともに黒字のため「－」表示にしています　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

経常収支比率は前年度より減少しました

項　目 平成 29 年度 平成 28 年度 安来市の状況

経常収支比率 93.5 94.1

　前年度より 0.6 ポイントの減となりました。

　これは、市税の増により分母である歳入経常一般財

源が増加となり、分子となる補助費および繰出金に充

てる経常経費充当一般財源が減少したためです。

地方債現在高比率 269.0 261.1

　前年度より 7.9 ポイントの増となりました。

　これは市債の新規発行額の増加により、市債残高が

９億 2479 万円増加したためです。

基金現在高比率 54.1  60.8

　前年度より 6.7 ポイントの減となりました。

　これは取崩し等により、基金現在高が 10 億 37 万円

減少したためです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　（単位：％）

経
常
収
支
比
率
…
市
税
な
ど
の

経
常
的
な
収
入
を
、
扶
助
費
な

ど
の
経
常
的
な
支
出
に
使
っ

て
い
る
割
合
。
こ
の
値
が
高

い
と
財
政
状
況
が
硬
直
化
し

て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

地
方
債
現
在
高
比
率
…
将
来
の

公
債
費
負
担
の
割
合
。

　

低
い
ほ
ど
将
来
の
公
債
費

の
負
担
が
少
な
い
。

基
金
現
在
高
比
率
…
積
立
金
の

割
合
。
将
来
へ
の
蓄
え
を
示

す
指
標
。

実
質
赤
字
比
率
…
一
般
会
計
な

ど
の
赤
字
の
割
合
。

連
結
実
質
赤
字
比
率
…
全
会
計

の
赤
字
の
割
合
。

実
質
公
債
費
比
率
…
一
般
会
計

の
年
間
の
借
入
金
返
済
額
の
割

合
。
資
金
繰
り
の
危
険
度
を
表

す
。

　

低
い
ほ
ど
歳
出
総
額
に
占
め

る
借
入
金
返
済
額
が
少
な
い
。

将
来
負
担
比
率
…
将
来
に
負
担

が
見
込
ま
れ
る
負
債
の
割
合
。

　

低
い
ほ
ど
将
来
見
込
ま
れ
る

負
債
が
少
な
い
。

特集：平成 29 年度決算報告
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信頼と実行の行政を

目指します
　市民の皆さんに市政に対してより一層のご理解

をいただけるよう、「安来市人事行政の運営等の

状況の公表に関する条例」に基づき、平成 29 年

度の職員の人事行政の運営等の状況についてお知

らせします。（「広報やすぎ６月号」などでお知ら

せした給与等に関するものを除きます）

区　分 受験者数（人）採用者数（人）

一般事務職 94 11

技術職（土木） 2 0

幼稚園教諭・保育士 12 2

消防職 4 2

１ 職員の競争試験の状況

２ 職員の勤務時間その他の勤務条件

１週間の正規
の勤務時間

１日の正規
の勤務時間

開始時刻 終了時刻 休憩時間

38 時間
　45 分

７時間
　45 分

8:30 17:15
12：00 ～
　13：00

３ 職員の分限および懲戒処分の状況

（１）分限処分者数　　　　　　　　　　（単位：人）

区分 降任 免職 休職 降給 合計

処分者数  -  - 5  - 5

（２）懲戒処分者数　　　　　　　　　　（単位：人）

区分 戒告 減給 停職 免職 合計

処分者数 ｰ  - -  - 0

４ 職員の服務および休業の状況

（１）職員の年次有給休暇の取得状況

総付与日数 総取得日数
全対象
　職員数

平均取得
　　日数

取得率

A（日） B（日） C（人）  B/C（日） B/A（％）

20,463 5,869 550 10.7 28.7

（２）育児休業の取得状況  （単位：人）

区分 男性職員 女性職員

育児休業の承認件数 -  7

育児休業期間延長の承認件数  -  -

（３）休暇・休業・休職の概要

年次有給休暇（20 日）のほかに病気・特別・介護休暇、
介護時間および育児休業の制度があります。特別休暇
には、慶弔に関する休暇、産前・産後休暇、育児時間
休暇、子の看護休暇、夏季休暇などがあります。

５ 職員の研修状況及び勤務成績の評定の状況

（１）職員研修の状況　　　　　　　　 （単位：人）

区分 人数

島根県自治研修所への派遣研修 132

島根県市町村総合事務組合への派遣研修 44

上記以外の機関への派遣研修 74

内部研修 1,107

                                                                  ※人数は、延数表示

（２）勤務成績の評定の状況    
　年１回（１月）実施。対象者 503 人。

６ 職員の福祉及び利益保護の状況

（１）公務災害の認定状況  （単位：件）

公務災害の種類 傷病 死亡

新規認定件数
公務災害 7  -

通勤災害 1 -

（２）福利厚生制度の概要（単位：千円）

島根県市町村
職員互助会

職員の相互救済及び福利の増進を
図るため、医療費給付、育児休業
助成、災害見舞金、施設利用助成
を行っています。

3,157

職員互助会

職員の保健、元気回復その他厚生
に関する事項を実施するため健康
維持増進、職員研修などの事業を
行っています。

3,394

　市は人材育成基本方針を定め、「求められる職員」として①市民に身近な職員②社会情勢に敏感な職員③組織を経営

できる職員の育成を図っています。今後も市民の皆さんから理解と信頼が得られるよう、人事行政について積極的に

公表していきます。なお、詳しい情報は、市のホームページで公開しています。

職員の人事行政の運営等の状況

●問い合わせ：人事課（☎ 23-3021）

※写真はイメージです。
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事故・災害に備える 総合防災訓練
原子力防災訓練

安来市総合防災訓練を行います

　訓練の他に、防災グッズ等の展示などを予定して

います。お誘いあわせのうえ、見学ください。

・日時：９月 30 日㈰　９時～ 11 時 45 分

・場所：広瀬町富田橋下駐車場（飯梨川河川敷）と

　　　　その周辺

・駐車場：安来市立病院駐車場

・問い合わせ：防災課（☎ 23-3074）

※悪天候の場合は中止します。その場合は、９月

　29 日㈯に行政告知端末等でお知らせします。

※訓練のため９月 30 日（８時～ 12 時）は、富田

　橋および市道塩谷牧谷線の一部を通行止めにし

　ます。

※サイレンの音やヘリコプターの騒音、吹き降ろす

　風による物の飛散などが考えられます。近隣の皆

　様にはご迷惑をおかけしますが、ご協力いただき

　ますようお願いします。

※ヘリコプターは、荒天や急な出動等により、当日参

　加不可となることがあります。

　安来市を含む２県６市で原子力防災訓練を行いま

す。この訓練では、バスによる広域避難の退域時検

査訓練を予定しています。

　島根県東部を震源とする大きな地震により、島根

原子力発電所が冷却機能の電源喪失に至り、その後

放射性物質を放出する事態に進展した。安来市内に

おいても空間放射線量が基準を超えたため広域避

難が必要となったという想定で行います。この訓練

に参加希望の人は、防災課まで申し込みください。

　《訓練日時・場所》

・日時：10 月 30 日㈫９時～ 13 時頃

・訓練会場：鳥取県大山町・中山農業者トレーニン

　グセンター

・訓練内容：バス車両および搭乗者全員の退域時検

　査（スクリーニング検査）、原子力防災学習会（伯

　太中央交流センター）等

　《参加者募集》

・募集期間：9 月 20 日㈭～ 10 月 5 日㈮

・定員：50 人（定員になり次第受け付けを終了）

・対象者：市内に住所を有する人

・申し込み方法：防災課窓口または電話

・その他：申し込みの際には、訓練参加者に保険を

　掛けるため、住所・氏名・年齢を伺います

・説明会：訓練参加者に対して事前説明会を開催し

　ます。▼ 10 月 12 日㈮ 19 時～ 20 時▼市役所安

　来庁舎 2 階・201 会議室

・申し込み：防災課（☎ 23-3074）

10 月 1 日から「中海ふれあい公園」の遊具がご利用いただけます

　　

　道の駅「あらエッサ」の北側で整備を進めてい

る中海ふれあい公園（穂日島町）が 10 月 1日（月）

9：30 から一部、ご利用いただけます。利用可能

になるのは子ども広場と多目的広場。子ども広場

には巨大遊具をはじめ築山などがあり、思いきり

遊ぶことができます。東屋や大人用健康遊具があ

りますので、家族連れでお楽しみください。

　多目的広場の独占利用時のみ有料です。詳しく

は土木建設課（☎ 23-3322）へ問い合わせください。

※
詳
し
く
は
広
報
や
す
ぎ
９
月
号

の
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◀
平
成
28
年
の
訓
練
の
様
子
。

原子力防災訓練の参加者募集
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まちの話題や出来事を紹介します

　井尻八朔祭りの花火（8月 29日）。万灯籠

の灯りと花火のコラボレーションは、秋の訪

れを告げる安来の風物詩。花火の上には星空

が広がり、贅沢な光の三重奏です。

今月の一枚

　９月23日に開催する「戦国尼子フェスティバル」

ではイベント当日、飯梨地区の皆さんが「車山」の

山頂から「のろし」を上げます。この本番に向けた

練習が9月 2日、飯梨交流センター駐車場で行われ

ました。

　車山（標高207ｍ）は出雲国風土記に登場し、連

絡所として古代にのろし台が置かれた山。イベン

トを盛り上げるとともに、多くの人に車山のことを

知ってもらおうと計画されました。

　ドラム缶をつないだ台に薪が点火され、その上か

らヒノキ葉を投入。しばらくすると白い煙が勢いよ

く立ち上りました。

ボランティア団体の活動を紹介

◀安心感を持ってもらうために声を

かけてから「車イス」は動かします。

　市内のボランティア団体が活動内容を紹介する

「ボランティアフェスタ」が９月２日、安来商工会

議所で開催されました。会場には環境やまちづく

り、福祉、子育てなどのボランティア活動に取り組

む 13団体や、盲導犬支援を行う安来十神ライオン

ズクラブが出展。普段の活動の様子をパネルや展示

などで紹介していました。

　このうち島根総合福祉専門学校は「ワンポイント

介護講座」として、車イスに乗るときや動かす時に

気を付けることなどを実物を使いながら説明しまし

た。介護福祉士科２年の小林美香さんは「普段は学

生同士で行っていますが、今回は一般の方が見てお

られるので皆さんに伝わるように意識して車イスの

紹介を行いました」と話していました。

▲背後の山が車山。二つの峰が車輪に見える
ことから名付けられたとも言われています。

本番に向けて「のろし」 の練習

会場では「７月豪雨災害」の県内被災者支援
を目的にしたチャリティーバザーが行われま
した。収益金 32,000 円は日本赤十字社島根
支部を通じて県内の被災地へ寄付する予定で
す。多くの皆様のご協力ありがとうございま
した。

たうん

とぴっ
くす
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伝統を受け継ぐ月の輪神事

▲国際色あふれる「どじょうすくい」となりました。

世界の子どもが安来節を体験

　松江市で開催された世界少年野球大会の交流行事

の一つとして、参加者が８月６日、安来節演芸館を

訪れました。

　この日は 14の国と地域の少年少女や関係者約

２００人が演芸館に来場し、安来節の観覧やどじょ

うすくい踊りを体験。踊りの特徴的な動きには歓声

をあげて楽しんでいました。最後に来場者はドジョ

ウの唐揚げを試食して交流行事を終えました。

　子どもたちは、安来ドジョウを通して交流を深め

た1日となったようです。

　地元企業がどのようなものづくりをしているのか

を学ぶ「やすぎ産業体験 2018」を８月９日、伯太

町内で行いました。参加した４～６年生までの 19

人は、㈱ファデコと㈱大正屋醤油店を訪問。このう

ち金属加工等を手掛ける株式会社ファデコでは担当

者が「安来で作ったものが海外にも輸出されている」

ことを紹介し、「難しいことにも挑戦することを心

掛けている」と会社の方針を説明していました。

　参加した大西陽介さん（荒島小６年）は「たくさ

んの機械があったが、そこで働いている人が少なく

て驚きました」と話していました。

◀
工
場
内
で
担
当
者
か
ら
説
明

を
受
け
る
参
加
者
。

地元企業からものづくりを学ぶ

　この神事は帰省した人がふるさとを懐かしむ夏の

風物詩。飛鳥時代が起源とされ、約 1300年の時を

経た今でも、伝統の音色は安来の夏に響き続けてい

ます。

　月の輪神事に合わせて開催した「やすぎ月の輪

まつり」。今年も多彩なイベントで会場を盛り上げ、

14日は安来港のステージでダンスコンテストなど

を開催。また、夜には約6000発の花火を打ち上げ、

安来の夜空に彩りを添えました。

▲愛宕山から撮影した花火。▲ 16 日、17 日は 4町内が集まり四重連を披露しました。

　「エンヤ、エンヤ、デゴデットーヤー」と威勢の

良い声。毎年８月 14日～ 17日に行われる月の輪

神事では、かけ声に合わせてにぎやかな笛や太鼓な

どを奏でます。この囃
はやし

子と共に山
だ し

車を引きながら、

大勢で市街地を中心に練り歩きます。

　なじみの音に引き寄せられて、大通りの沿道には

多くの見物客が集まり、音の共鳴に耳を傾けていま

した。
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企
画
展

「
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和
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思
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嶋
敏
展 S

H
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戦
争
の
手
ざ
わ
り
」
開
催
中

安
来
市
加
納
美
術
館
だ
よ
り
　
電
話
36

Ｉ
０
８
８
０
　
　

　
安
来
市
平
和
の
つ
ど
い
に
合
わ
せ

て
美
術
館
は
こ
の
時
期
、
平
和
を

テ
ー
マ
に
し
た
展
示
（
９
月
22

日
～

10

月
22

日
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
世
界
各
地
で
戦
争
や

内
乱
で
傷
つ
け
ら
れ
苦
悩
し
な
が
ら

生
き
て
い
る
人
々
を
追
い
続
け
て
い

る
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
大
石
芳

野
氏
のH

ヒ

ロ

シ

マ

IR
O

S
H

IM
A

を
テ
ー
マ
に

し
た
写
真
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
戦
争

の
痕
跡
を
記
録
し
続
け
て
い
る
高
嶋

敏と
し
の
ぶ展

氏
のS

し

ま

ね

H
IM

A
N

E

を
舞
台
に
し

た
作
品
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
恒
久
平
和
を
希
求
し

た
画
家
加
納
莞か
ん
ら
い蕾
に
つ
い
て
、
「
次

世
代
に
託
す
想
い
」
を
テ
ー
マ
に
展

示
し
ま
す
。

▼期日：10月 14日㈰

　① 10時～ 12時

　② 13時～ 15時

　解説付きで企画展を鑑賞していただい

た後、茶室如水庵で 10代大樋長左衛門と

三輪壽雪の名碗に触れ、季節のお菓子と

ともにお茶を愉しんでいただきます。

　参加費は一人2,500円、定員は各15名。

詳しくは美術館にお尋ねください。

かぼちゃのケーキ

和田管理栄養士のちょっこし食育レシピ　

（材料）　（21cm ケーキ型 1 個分）

かぼちゃ　　　　　　４００g

生クリーム　　　　　２００㏄

砂糖　　　　　　　　　８０g

レモン汁　　　　　大さじ１杯

卵　　　　　　　　　　　３個

バターまたはマーガリン　適宜

　　※砂糖はお好みで調節ください。

塩分
0.8g

1,764
　　Kcal

【作り方】

①ブロック状に切ったかぼちゃを蒸して柔らかくする。

②かぼちゃ、生クリーム、砂糖、レモン汁、卵、全ての

　材料をミキサーで混ぜる。

③ケーキ型にバターかマーガリンを塗り、材料を流し入

　れる。

④オーブンをあたため、１７０℃で４０分間焼く。

⑤焼き具合は串を刺して確かめる。焼けていれば、その

　ままで冷ましておく。

⑥余熱がとれたら型から出す。

※冷やしてもおいしく食べることができます。

かぼちゃの甘味で、お砂糖控えめ。

ミキサーで混ぜて焼く、簡単ケーキです！

※ケーキ型１個分

10 月
31 日

の

ハロウィーンに

作ってみてはいかが。

　
本
展
を
通
し
て
、
多
く
の
方
々
に

平
和
へ
の
関
心
を
強
く
も
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
切
に
願
う
も
の
で
す
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

10
月
７
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

３
時
。
当
館
館
長
が
展
示
作
品
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

※
本
展
会
期
中
、
備
前
焼
お
よ
び
名

碗
は
展
示
さ
れ
ま
せ
ん
。
10
月
27
日

～
12
月
24
日
に
開
催
す
る
特
別
展
で

一
挙
公
開
す
る
予
定
で
す
。

名碗を愉しむ会

「コスモス茶会」

◀
大
石
芳
野

「
年
季
の
入
っ
た
戸
口
に
立
つ
」

10 代大樋長左衛門
　　「黒茶碗」松の絵
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第
一
中
学
校
１
年

　

木
戸 

健け

ん

た太 

さ
ん

　

ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
に
砂
糖
が
付
い
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
韓
国
は
竹
島
を
占
領
し
て
い
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
実
際
に

触
れ
合
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
面
を

知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

第
一
中
学
校
１
年

　

佐
伯 

新
あ
ら
た 

さ
ん 

　

密
陽
市
の
ス
ー
パ
ー
で
、
「
日
本
語

が
で
き
る
人
は
い
ま
す
か
？
」
と
韓
国

語
で
聞
く
と
優
し
く
対
応
し
て
も
ら
え

ま
し
た
。
韓
国

の

方

と

直

接

や

り

と

り

で

き

自

信

に

な

り
ま
し
た
。

広
瀬
中
学
校
３
年　

　

池
田 

一か

ず

き稀 

さ
ん

　

韓
国
語
を
勉
強
中
で
す
が
ネ
イ
テ
ィ

ブ
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
た
め
、
今

回
、
実
際
に
韓
国
語
を
聞
き
、
使
う

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

様

々

な

国

に

触
れ
、
国
際
的

に

活

躍

し

て

い

き

た

い

で

す
。

広
瀬
中
学
校
３
年　

　

富
田 

陽よ
う
こ
う光 

さ
ん 

　

密
陽
市
庁
の
方
々
と
握
手
を
し
た

時
、
そ
の
手
は
大
き
く
、
温
も
り
を
感

じ
ま
し
た
。

　
ソ
ウ
ル
市
内
は
と
て
も
大
き
な
ビ
ル

が
立
ち
並
び
、

東
京
よ
り
も
発

展
し
て
い
る
よ

う
で
驚
き
ま
し

た
。

広
瀬
中
学
校
２
年　

　

春
日 

結ゆ

ら蘭 

さ
ん

　

韓
国
の
歴
史
に
お
い
て
、
昔
か
ら
日

本
が
関
わ
っ
て
い
る
点
が
多
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
両
市
が
交
流
し
て
い
る
理

由
や
密
陽
市
に

住
む
方
々
の
話

を
聞
く
機
会
が

あ
り
良
か
っ
た

で
す
。 

広
瀬
中
学
校
２
年　

　

門
脇 

和な

の

は

乃
葉 

さ
ん 

　
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
を
着
た
時
、
暖
か
く

て
、
見
た
目
が
華
や
か
で
着
物
に
少
し

似
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
韓
国
料
理
は
辛
い
も
の
だ
と
先
入
観

を
持
っ
て
い
ま

し
た
が
、
冷
麺

や
チ
ヂ
ミ
は
お

い
し
か
っ
た
で

す
。

安
来
市
青
少
年
海
外
研
修
事
業

直
接
、
触
れ
て
感
じ
た
こ
と

　

７
月
26
日
か
ら
３
泊
４
日
の
日
程
で
、
市
内
在
住
の
中
学
生
６
人
が
韓

国
を
訪
れ
ま
し
た
。
行
き
先
は
、
安
来
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
韓
国
密ミ

リ
ア
ン陽

市
。
今
回
で
９
回
目
と
な
る
こ
の
事
業
は
、
青
少
年
の
国
際
感
覚
を
育
む

こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
韓
国
文
化
や
暮
ら
し

を
体
験
し
た
皆
さ
ん
の
感
想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

（左上）韓国の伝統衣装チマチョゴリを着てみ

ました。（右上）密陽市にある嶺
ヨンナムル

南楼で建物の

歴史を聞く皆さん。（左下）密陽市庁を訪問。

市の職員から歓迎を受けるとともに、まちの概

要の説明を受けました。（右下）伝統文化の一

つである組紐づくりに挑戦しました。
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健康の窓 毎月 19 日は「食育」の日

毎日の元気は
朝食から

■問い合わせ　いきいき健康課℡ 23-3220

食と歯のフェスティバル in やすぎ

　平成 27 年８月に実施した市民意識調査によると、

朝食を毎日食べる習慣がない人が増加しています。特

に 20 歳代では約３人に１人、30 歳代では約４人に１

人がこの傾向に当てはまります。

　「健康長寿を目指して」をテーマに開催します。食

育や歯と口腔の健康づくりについて考える機会にしま

しょう。

【８０２０表彰式】　10:00 ～ 10:15

【食育講演会】　10:20 ～ 11:50

　「長寿菌がいのちを守る！～大切な腸内環境

　コントロール～」

　講師：国立研究開発法人理化学研究所　辨
べ ん の

野義己氏

　事前に申し込みが必要です。

【ブース・展示】　９:30 ～ 13:00

　●健康相談コーナー

　　・歯周病唾液検査（先着 30 人）（自己負担３００円）

　　　唾液の検査で歯周病の程度を確認できます。

　　　事前に申し込みが必要です。

　    ・大腸がん検診（郵送）（自己負担５００円）

　    ・健康・歯科相談、血圧測定、足指力測定など

　   ・薬剤師によるお薬相談・安来地区栄養士会によ

　　　る「野菜を食べて腸内環境を守ろう」のコーナー

　   ・安来市地域包括支援センターによる「もの忘れ

　　　チェック」

　●試食コーナー　「腸内環境を整えるメニュー」

　　　安来市食生活改善推進協議会・学校給食による

　　　試食があります。

　申し込み・問い合わせは、いきいき健康課まで

　食への興味や関心は、食材を自分の手で収穫・調理

することによって高まります。安来市では、全学校で

農林業体験を行っており、体験を通じた食育を進めて

います。

朝食は１日の基本

　朝食を食べない人にはいろいろな理由があげられ

ます。しかし、ほんの少し気を付けることで生活改善

ができます。日々の意識付けから朝食を食べる習慣を

身につけていきましょう。

朝食を食べる

体と脳がエネルギーを補給

仕事、勉強の効率アップ

体のリズムを整え便秘を予防

食育への取り組み

日時　10月 21 日（日）　９:30 ～ 13:00

場所　伯太中央交流センター（わかさ会館）

◀
昨
年
の
「
食
と
歯
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
様
子
。

84.2

65.8

75.0

5.0

11.7

8.7

1.8

3.3

3.6

7.9

19.2

12.8

1.1

0 25 50 75 100

全体 N=1,535

20歳代 N=120

30歳代 N=196

年
代
別

毎日食べる 週２～３日食べない 週４～５日食べない

ほとんど食べない 無回答

84.2

100％0％ 50％25％ 75％

65.8

75.0

■毎日食べる　　　　■週 2～ 3日食べない　　■週 4～ 5日食べない

　ほとんど食べない　□無回答□

全体 N=1,535

20 歳代 N=120

30 歳代 N=196

年
代
別
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book

「ネコの手も貸したい」
　　及川眠子流作詞術

著者　及川眠子
出版社　リットーミュージック

　皆さんにも馴染みの
あるヒット曲の数々を

手掛けている著者が書

いた作詞の教則本。作

詞をしてみたい人や、

どのように詩が書か

れ、曲になっていくのか興味

のある人におすすめの本です。( 中 )

編集　須田郡司

発行者　日本庭園協会島根県支部

著者　池田勉
発行　朝日新聞出版

「長崎・天草 潜伏キリシタン祈りの里」

　世界文化遺産登

録が決まった「長

崎と天草地方の潜

伏キリシタン関

連遺産」。約 200

年もの間、密かにキ

リスト教信仰を守った人たちの姿や、

現存する島々の遺産を歴史的事実と

ともに紹介しています。( 根 )

　伯太町母里の旧奥野

邸に昨年築かれた和風

庭園作庭記録集。最後

の庭師と言われる安

諸定男氏が主導。地

元にある身近な材料

を使い底力を感じさ

せる庭が出現しました。（山）

「絵本・名人伝」

原作　中島敦
文・絵　小林豊
出版社　あすなろ書房

　弓矢の名人を目指

す若者「紀昌」は、

師匠から無謀な修業

を言いつけられま

す。やがて、師匠の下を飛び出

し次なる高みを目指すのですが ･･･。

大人に教えてあげたい絵本です。( 須 )

「安諸定男親方　安松軒・記録写真集」　

・しまねの文化財　　ハーベスト出版

・島根県の合戦　　　　 　   いき出版

・鳥取の注目 15 社　　　　　　遠藤彰

・霊峰スケッチ 大山の草花　矢田貝繁明

・大山のあそびかた　　   　　今井出版

・ショコラティエ　　　　　　藤野恵美

・沖縄オバァの小さな偽証　    友井羊

・南西の風やや強く　　　吉野万理子

・わけあって絶滅しました　丸山貴史

・先生は教えてくれない就活のトリセツ

　　　　　　　　　　　　   田中研之輔

・例解小学短歌・俳句辞典　　　　  三省堂

・おもしろ謎解き『縄文』のヒミツ

　　　　　    こんだあきこ＆スソアキコ

その他　新刊図書

著者　本城雅人
出版社　東京創元社

「友を待つ」　伝説の週刊誌記者

が、犯罪容疑で逮捕さ

れた。容疑を否認す

る中で彼の「友を待

つ」という一言の真

意とは。過去の警察官僚と

の因縁が見え隠れする中、かつての

相棒と後輩記者が奔走する！ ( 田 )

「水槽の中 ｣　高校２年の遥は、仲

よし男女４人組で地味

だけど楽しい学校生活

を送っていましたが、

いつしか男友達のア

ルトのことが気になっていき

ます。夏休み、文化祭、修学旅行など

高校生のきらめく１年と恋心が描かれ

ます。（川）

著者　畑野智美
出版社　角川書店

その他の新着図書情報は

安来　図書館情報　検索

■問い合わせ

安来市立図書館…℡ 22-2574

ひろせ図書室…℡ 32-4455

はくた図書室…℡ 37-0050

新刊図書紹介～図書館からのお知らせ～

司書が選んだ注目の新刊を紹介します。

図書館のコンサートで秋を楽しみませんか

　バイオリン、フルート、ハープ、

ピアノの珍しい組み合わせで、クラ

シックや映画音楽などを演奏します。

　美しい音色をお楽しみください。

　

●蔵書点検等のため下記

の期間は休館します。

臨時休館期間

　10 月 29 日（月）

　～ 11 月４日（日）

安来市立図書館の閉館

時間の変更と臨時休館

日時　

 17 時～ 18 時

場所　

10 月６日（土）

安来市立図書館１階
   （庭園側の窓際）

● 10 月 １ 日（ 月 ） か ら

平日の閉館時間が 20 時

から 19 時になります。
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行　

政

ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
、
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
、
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
、

タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
ー
な
ど

※
１　

公
道
を
走
行
し
な
い

（
工
場
内
や
田
畑
で
し
か
使
用

し
な
い
）
車
両
や
現
在
使
用
し

て
い
な
い
車
両
も
課
税
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
２　

コ
ン
バ
イ
ン
ト
レ
ー

ラ
ー
な
ど
被
牽
引
車
は
、
サ
イ

ズ
に
よ
っ
て
届
け
方
が
異
な
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
標
識
の
交
付

が
必
要
で
す
の
で
、
販
売
店
か

税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問

税
務
課

　

℡
23-

３
０
４
０

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

住
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
で

約
３
７
０
万
世
帯
を
抽
出
し
て

行
う
大
規
模
な
統
計
調
査
で

す
。

　

調
査
対
象
世
帯
に
は
、
紙
の

調
査
票
配
布
に
先
行
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
用
の
書
類
が

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
し
な
い
世

ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
に
親
子

遠
足
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
「
自
然
、
動
物
そ

し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
」
が
で

き
る
一
日
に
な
る
よ
う
企
画
し

ま
し
た
。

日
時　

10
月
28
日
㈰
９
時
30
分

～
16
時
30
分
（
昼
食
込
）

行
き
先　

大
山
（
乗
馬
セ
ン

タ
ー
、
森
の
国
）

参
加
費　

▽
安
来
市
母
子
会
会

員
は
無
料　

▽
こ
の
遠
足
か
ら

母
子
会
会
員
に
な
る
人
は
年
会

費
５
０
０
円　

▽
母
子
会
会
員

以
外
で
の
参
加
は
一
人
あ
た
り

１
０
０
０
円
程
度
（
実
費
）

定
員　

20
人
程
度

申
込
締
切　

10
月
12
日
㈮

申

問

福
祉
課
総
務
係

　

℡-

23-

３
２
４
８

帯
に
は
、
９
月
25
日
㈫
よ
り
紙

の
調
査
票
の
配
布
に
調
査
員
が

伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
員
の
訪

問
の
際
に
は
調
査
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査

員
証
を
携
帯
し
て
行
い
ま
す
。

問

総
務
課

　

℡
23-

３
０
１
７

ひ
と
り
親
家
庭
親
子
遠
足

　

安
来
市
母
子
会
で
は
、
毎
年
、

農
耕
作
業
用
自
動
車

小
型
特
殊
自
動
車
は

課
税
対
象
で
す

　

乗
用
型
で
最
高
時
速
が
35
㌔

未
満
の
農
耕
作
業
用
自
動
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
は
、
軽
自
動

車
税
の
課
税
対
象
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
車
両
を
取
得
し
た

人
や
未
申
告
の
車
両
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
速
や
か
に
軽
自

動
車
税
の
申
告
手
続
き
を
行

い
、
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
）
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

対
象
車
両　

ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ

　現在、安来庁舎南側で防災公園整備工事を進めています。９月 29 日㈯

から安来庁舎への出入りは次の図のとおり、仮設進入路を通行いただく

ようになります。

　仮設進入路は開庁日の８時 00 分～ 17 時 30 分まで利用できます。（閉

庁日、夜間の車両通行はできません。歩行者、自転車は終日通行できます）

　安全に工事を進めていきますので引き続きご理解をお願いします。

通行規制期間　９月 29 日㈯～ 12 月２日㈰（予定）

安来庁舎にお越しの際はご注意ください

問管財課

℡２３- ３０３１

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
安
来

　

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
本
広
報
紙
と
一
緒
に
お

配
り
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開   

催   

日　

平
成
31
年
１
月
20
日
㈰

応
募
締
切　

11
月
16
日
㈮

問

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

℡-

23-

３
０
３
９



2018 月号1021

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

松
江
圏
都
市
計
画
変
更
案

の
説
明
会
と
公
聴
会

　

島
根
県
と
安
来
市
で
は
、
松

江
圏
都
市
計
画
を
変
更
す
る
た

め
、
原
案
の
説
明
会
と
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
原
案
に

つ
い
て
公
聴
会
で
意
見
公
述
を

希
望
す
る
人
は
、
都
市
政
策
課

ま
た
は
島
根
県
都
市
計
画
課
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
都
市
計
画
の
種
類

①
区
域
区
分
（
市
街
化
調
整
区

域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
区

分
）
の
変
更

②
用
途
地
域
の
変
更

意
見
申
込
期
間　

10
月
26
日
㈮

～
11
月
１
日
㈭

※
意
見
の
申
し
込
み
が
な
い
場

合
、
公
聴
会
は
中
止
し
ま
す
。

問

県
庁
都
市
計
画
課

　

℡
０
８
５
２-

22-

５
６
９
９

　

・
市
都
市
政
策
課

　

℡-

23-

３
３
２
０

 「
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

（
秋
期
）
」
を
開
催
し
ま
す

　

採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社
概

要
や
採
用
計
画
の
説
明
を
行
い

ま
す
。

日
時　

10
月
15
日
㈪
12
時
40
分

～
17
時
30
分

場
所　

松
江
テ
ル
サ　

テ
ル
サ

ホ
ー
ル
（
松
江
市
朝
日
町
）

内
容　

企
業
紹
介
マ
イ
ク
リ

レ
ー
、
企
業
ブ
ー
ス
訪
問
（
前

半
12
時
40
分
～
14
時
50
分
、
後

半
15
時
20
分
～
17
時
30
分
）
前

後
半
各
25
社
ず
つ
行
い
ま
す
。

対
象　

平
成
31
年
３
月
に
大

学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
職

業
能
力
開
発
大
学
校
、
高
校
を

卒
業
す
る
人
、
大
学
等
卒
業
後

３
年
以
内
の
人

そ
の
他　

参
加
企
業
は
「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」
の
サ
イ
ト

に
掲
載
し
ま
す
。

▽
安
来
市
の
変
更
に
か
か
わ
る

区
域　

▽
安
来
市
の
一
部
（
黒

井
田
地
区
）

●
説
明
会

日
時　

10
月
25
日
㈭
14
時
～

場
所　

安
来
中
央
交

講
義
室

原
案
の
縦
覧
は
島
根
県
都
市
計

画
課
、
安
来
市
都
市
政
策
課
で

10
月
25
日
㈭
～
11
月
８
日
㈭
ま

で
で
き
ま
す
。

※
期
間
中
は
県
・
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

●
公
聴
会

日
時　

11
月
８
日
㈭
14
時
～

場
所　

安
来
中
央
交

講
義
室

問

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
公

益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定

住
財
団
）

　

℡
０
１
２
０-

67-

４
５
１
０

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の

会
・
虹

～
自
死
遺
族
の
つ
ど
い
～

日
時　

10
月
20
日
㈯
14
時
～
17

時場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

内
容　

大
切
な
人
を
自
死
で
突

然
失
う
衝
撃
、
誰
に
も
話
せ
ず

一
人
で
は
と
て
も
抱
え
き
れ
な

い
想
い
、
そ
ん
な
つ
ら
さ
を
語

り
合
う
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す
。
同
じ
よ
う
な
体
験
を
持
つ

人
と
出
会
え
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
語
り
合
え
ま
す
。

参
加
費　

３
０
０
円

問

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・

虹　

桑
原

　

℡
０
９
０-

４
６
９
２-

５
９
６

ス
マ
ホ
で
広
報
や
す
ぎ

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
ア
プ

リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
で
、
広
報
や

す
ぎ
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

政
策
秘
書
課

　

℡
23-
３
０
１
０

車
両
を
公
売
し
ま
す

対
象
車
両　

原
動
機
付
自
転
車

ホ
ン
ダ  

ス
ー
パ
ー
カ
ブ
Ｃ
50

年
式　

昭
和
59
年

走
行
距
離　

１
３
，
５
２
１
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

状
態　

エ
ン
ジ
ン
実
働
、
走
行

可
能
。
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
必
要

あ
り
。
フ
ロ
ン
ト
か
ご
の
変
形

あ
り
。
取
扱
説
明
書
、
工
具
等

の
付
属
品
は
全
て
あ
り
。

問

管
財
課

　

℡
23-

３
０
３
３

秋の全国交通安全運動

　 ９ 月 21 日 ㈮ ～ 30 日 ㈰ の

期間で実施します。交通事故

防止に努めましょう。

問地域振興課
　℡ ２３- ３０６９

　整理整頓が苦手、２つ以上の作業を同時にこなそ

うとすると混乱するなど、生活する上で困難さを感

じてはいませんか？医師による個別相談を下記のと

おり開催します。お気軽にご相談ください。

日　時　10 月 12 日㈮① 14 時～② 15 時 30 分～（相

　談は２ケースまで）

場　所　安来中央交

対　象　医療機関で発達障がいと診断されていない

　人。本人以外の家族や職場の同僚なども相談でき

　ます。

担当医師　鳥取大学医学部附属病院精神科

　　　　　兼子幸一医師

申込締切　10 月５日㈮

申問島根県東部発達障害者支援センターウイッシュ

　　　　　　℡０５０－３３８７－８６９９　

発達障がいに関する医師の定期相談
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労
働
保
険
の

加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

　

一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
し

て
い
れ
ば
労
働
保
険
に
加
入
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す

※
労
働
保
険
と
は
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
を
総
称
し
た
も
の
で

政
府
が
所
管
す
る
強
制
保
険
制

度
で
す
。

労
災
保
険･･･

労
働
者
が
業
務

中
や
通
勤
途
中
で
事
故
に
あ
っ

た
場
合
、
必
要
な
保
険
給
付
を

行
い
、
被
災
さ
れ
た
人
や
遺
族

の
生
活
を
保
護
し
、
あ
わ
せ
て

社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
の

事
業
を
行
う
保
険
制
度
で
す
。

雇
用
保
険･･･

労
働
者
が
失
業

し
た
場
合
、
失
業
手
当
を
給
付

し
た
り
再
就
職
を
促
進
す
る
事

業
を
行
っ
た
り
す
る
た
め
の
保

険
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
事
業
主
へ
は
失
業
予

防
、
雇
用
機
会
の
増
大
、
雇
用

の
安
定
等
の
た
め
各
種
補
助
金

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
に
関
す
る
事
務
手

続
き
な
ど
は
労
働
保
険
事
務
組

合
や
社
会
保
険
労
務
士
に
委
託

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
事
業
主
が
労
働

保
険
の
加
入
に
必
要
な
手
続
を

日
時　

10
月
21
日
㈰
14
時
～
16
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
東
津
田
町
）

　

※
託
児
あ
り
、
要
申
込
。

申

問

島
根
県
里
親
会
事
務
局

℡
０
８
５
２-

21-

３
１
６
８

就
業
相
談
会

（
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）

　

看
護
職
の
求
人
・
求
職
相

談
、
看
護
情
報
の
提
供
を
行
い

ま
す
。

日
時
・
場
所　

10
月
31
日
㈬
13

時
30
分
～
15
時
、
く
に
び
き

メ
ッ
セ
（
松
江
市
学
園
南
）

問

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２
‐
27-

８
５
１
０

里
親
さ
ん
と
の
お
は
な
し

会
「
知
っ
て
下
さ
い
、
里

親
制
度
」(

参
加
無
料)

　

多
く
の
人
に
里
親
制
度
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
県
内

に
お
住
ま
い
の
里
親
さ
ん
と
の

お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

里
親
家
庭
の
子
ど
も
の
養
育
に

つ
い
て
お
は
な
し
を
聞
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

里
親
制
度
と
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
家
族
と
一
緒
に
生
活

で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、
里

親
が
自
分
た
ち
の
家
庭
に
迎
え

入
れ
、
愛
情
を
込
め
て
養
育
し
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
支

え
て
い
く
制
度
で
す
。

行
っ
て
い
る
か
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

島
根
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

室
　

℡
０
８
５
２-

20-

７
０
１
０

就
学
時
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
小
学
校

に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
健
康
診
断
は
、
保
護
者

に
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
健
康

状
態
を
把
握
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
す
。

　

対
象
の
家
庭
に
は
９
月
上
旬

に
文
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

問

学
校
教
育
課

　

℡
23-

３
２
３
５

消
防
設
備
士
試
験

（
甲
・
乙
種
）

応
募
期
間　

10
月
12
日
㈮
～
26

日
㈮
（
電
子
申
請
は
10
月
９
日

㈫
～
23
日
㈫
ま
で
）

試
験
日　

12
月
16
日
㈰

試
験
地　

松
江
市

申

問

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
島
根
県
支
部

　

℡
０
８
５
２-

27ｰ

５
８
１
９

安
来
市
子
育
て
お
で
か
け

マ
ッ
プ
へ
情
報
掲
載
を

　

子
育
て
世
帯
が
市
内
に
お
出

か
け
す
る
際
に
お
役
立
て
い
た

だ
く
た
め
の
情
報
発
信
サ
イ

ト
「
安
来
市
子
育
て
お
で
か
け

マ
ッ
プ
」
で
は
、
市
内
事
業
所

の
地
図
や
特
徴
、
営
業
時
間
な

ど
の
情
報
を
業
種
別
に
紹
介
し

て
い
ま
す
。
子
育
て
を
応
援
し

て
い
た
だ
け
る
事
業
所
の
情
報

掲
載
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　

事
業
者

申
込
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
申
込
書
を
、
子
ど
も

未
来
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申

問
子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
１
３

浄化槽の維持管理（保守点検・清掃・
法定検査）は管理者の義務です

　浄化槽は微生物の働きにより水をき

れいにしています。

　その機能を十分に発揮させるには、

定期的な保守点検や清掃を適切に行う

ほか、毎年 1 回の法定検査を受検する

ことが必要です。

　浄化槽を正しく使用し、きれいな川

をみんなで守りましょう。

▲市ホームページにある

このバナーからご利用く

ださい。

　　　問島根県廃棄物対策課

　　　　℡ ０８５２- ２２- ５２６１

消
毒
剤
の
補
充

機
器
の
確
認
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

島
根
被
害
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
公
開
講
演
会

　

平
成
19
年
８
月
、
名
古
屋
市

で
闇
サ
イ
ト
を
通
じ
て
集
ま
っ

た
男
３
人
に
よ
り
、
女
性
が
殺

害
さ
れ
る
痛
ま
し
い
強
盗
殺
人

事
件
が
発
生
。
事
件
後
、
被
疑

者
３
人
の
極
刑
を
求
め
署
名
活

動
な
ど
に
奔ほ
ん

走
さ
れ
た
被
害
者

遺
族
の
磯
谷
富
美
子
さ
ん
を
お

招
き
し
、
思
い
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

日
時　

11
月
10
日
㈯
14
時
～
16

時
（
受
け
付
け
13
時
30
分
～
）

場

所　

く

に

び

き

メ

ッ

セ

５
０
１
会
議
室
（
松
江
市
学
園

南
）

定
員　

先
着
１
５
０
人

※
入
場
無
料

申

問(

公
社)

島
根
被
害
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

32-

５
９
２
８

斐
伊
川
流
域
住
民
交
流
会

　
植
林
や
木
を
使
っ
た
小
物
づ

く
り
な
ど
が
親
子
で
体
験
で
き

る
交
流
会
が
今
年
は
飯
南
町
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

11
月
11
日
㈰
９
時
30
分

～
15
時
（
昼
食
は
主
催
者
が
用

意
し
ま
す
）

場
所　

飯
南
町
赤
名
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

対
象　

３
歳
児
か
ら
参
加
で
き

ま
す
。
（
10
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
は
必
ず
保
護
者
同
伴
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
）

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
連
絡
先
を
電
話
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

10
月
12
日
㈮

そ
の
他　

▽
現
地
に
集
合
し
て

い
た
だ
く
か
、
安
来
市
発
着
の

送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
作
業
が
で
き
る
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い　

▽
小
雨
決
行
で

す
の
で
雨
具
を
ご
持
参
く
だ
さ

い申

問

農
林
振
興
課

　

℡
23-

３
３
３
２

乳
幼
児
健
診

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

10
月
11
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、
健

対
象　

平
成
30
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

10
月
10
日
㈬
13

時
～
13
時
45
分
、
健

対
象　

平
成
29
年
12
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
。

※
人
数
に
よ
り
10
月
11
日
㈭
の

日
程
で
ご
案
内
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

10
月
18
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、
伯

対
象　

平
成
29
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ

シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　

10
月
25
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、
伯

対
象　

平
成
27
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
、
当

日
朝
の
尿

問

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

日
時
・
場
所　

10
月
17
日
㈬
13

時
15
分
～
13
時
45
分
（
受
付
時

間
）
、
健

対
象　

平
成
30
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

問

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

栄
養
相
談

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
（
無
料
・
要
予
約
）

日
時
・
場
所　

▽
10
月
９
日
㈫

９
時
30
分
～
16
時
、
安
来
中
央

交　

▽
10
月
23
日
㈫
９
時
～
11

時
、
健

申

問

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

保　

健

　新婚または安来市にＵ I ターンした人が市内民

間賃貸住宅に居住される場合、その家賃の一部を

助成します。

　上限 1 万円／月　最長 36 カ月

●次に当てはまる場合は助成金額が変わります。

・空き家バンク登録物件を賃貸する場合

　　→上限１万５千円／月

・居住される人全員が 40 歳未満の場合

　　→上限２万円／月

●助成を受けるためには、居住期間、世帯収入（月

額 48 万 7 千円を超えないこと）などの条件を満た

す必要があります。

●助成件数が予定数に達しましたら受付を終了し

ます。

　　　　問定住推進課　℡２３- ３１７８

民間賃貸住宅の家賃を助成します

観 光 交 流 プ ラ ザ「 ア ラ エ ッ サ

YASUGI ♪」で宝くじを販売します

　　　問安来市観光協会

　　　　℡２３- ７６６７
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が
ん
検
診
を
行
い
ま
す

　

「
が
ん
」
は
早
期
に
発
見
し
、

治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
地
を
検
診
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
乳
が
ん
検
診

日
時
・
場
所　

10
月
23
日
㈫
９

時
～
11
時
、
13
時
～
15
時
、
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
赤
江
支
店

●
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

日
時
・
場
所　

10
月
27
日
㈯
９

時
～
11
時
、
13
時
～
15
時
、
市

役
所
安
来
庁

※
乳
が
ん
検
診
は
要
予
約

　

詳
し
く
は
、
広
報
紙
６
月
号

と
あ
わ
せ
て
配
布
し
た
「
安
来

市
健
診
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申

問

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

臓
器
提
供
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う

　

10
月
は 

「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進

月
間
・
臓
器
移
植
普
及
推
進
月

間
」
、
10
月
10
日
は
「
目
の
愛

護
デ
ー
」
で
す
。

●
臓
器
や
骨
髄
な
ど
の
移
植
医

療
は
、
医
療
者
と
患
者
だ
け
で

な
く
第
三
者
の
善
意
に
よ
る
提

供
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

●
臓
器
な
ど
を
「
提
供
し
た

い
」
「
提
供
し
た
く
な
い
」
は
、

ど
ち
ら
も
一
人
一
人
の
平
等
で

大
切
な
意
思
で
す
。
自
分
の
気

持
ち
、
家
族
の
気
持
ち
を
話
し

合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

問

し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク　

　

℡
０
８
５
３-

22-

２
５
５
６

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト

●
子
育
て
支
援
講
座
「
保
育
所
、

幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
っ
て
ど
ん

な
と
こ
ろ
？
」

　

こ
れ
か
ら
保
育
所
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
に
わ

が
子
を
通
わ
せ
た
い
と
思
っ
て

お
ら
れ
る
人
の
入
所
、
入
園
に

つ
い
て
の
疑
問
・
質
問
に
保
育

担
当
者
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　

10
月
19
日
㈮
10

時
30
分
～
12
時
、
健

●
子
育
て
講
演
会　

「
気
軽
に

楽
し
む
親
子
読
書
」

　

乳
幼
児
期
か
ら
絵
本
を
好
き

に
な
る
と
、
す
て
き
な
子
ど
も

に
育
つ
と
の
こ
と
。
ど
ん
な
す

て
き
な
子
に
育
つ
の
か
、
ど
ん

な
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
と
よ

い
の
か
な
ど
、
絵
本
の
魅
力
を

大
人
が
感
じ
て
い
た
だ
け
る
講

演
会
で
す
。

日
時
・
場
所　

10
月
９
日
㈫
10

時
30
分
～
12
時
、
健

※
託
児
あ
り
。
要
申
込
。

申

問

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　

再
就
職
に
向
け
て
パ
ソ
コ

ン
・
簿
記
の
基
礎
知
識
・
技
能

を
学
び
、
応
用
力
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
が
目
標
で
す
。

募
集
課
程　

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科

②
（
定
員
15
人
）

受
講
期
間　

12
月
４
日
㈫
～
平

成
31
年
２
月
28
日
㈭
（
原
則
土

日
祝
日
・
年
末
年
始
休
み
）
９

時
30
分
～
16
時
10
分
（
３
カ
月
）

場
所　

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー

募
集
期
間　

10
月
１
日
㈪
～
11

月
12
日
㈪

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
・
推
薦
ま
た
は
支
援

指
示
が
受
け
ら
れ
る
人
。

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
、
資
格
取
得
費
用
等
は
個
人

負
担
）

そ
の
他　

▽
雇
用
保
険
受
給
者

は
基
本
手
当
な
ど
を
支
給　

▽

訓
練
受
講
給
付
金
も
対
応

申

問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来

　

℡
22-

２
５
４
５

・
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

℡
23-

１
７
５
０

講
座
・
教
室

問 NPO 法人しまね医療情報

　ネットワーク協会

　℡ ０８５３- ２２- ８０５８

　「まめネットカード」をお持ちの県民のみなさんのカ

ルテ情報を県内のさまざまな医療機関で共有するネット

ワークです。

　 複 数 の 医 療 機 関 に か

かっている人、アレルギー

を持っている人、乳幼児、

高齢者におすすめです。

　右下のステッカーが貼ってある医療機関窓口にお越し

ください。

　同意書をご記入いただくと、その場でまめネットカー

ドが発行されます。

　詳しくは下記までご連絡

ください。

まめネットとは・・・

●登録方法
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

安
来
市
学
習
訓
練

セ
ン
タ
ー
主
催
の
教
室

　

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
を
自

由
に
何
度
で
も
教
え
て
も
ら
う

日
で
す
。
（
パ
ソ
コ
ン
の
不
具

合
・
修
理
は
対
応
不
可
）

日
時　

10
月
１
日
㈪
・
15
日
㈪
・

22
日
㈪
10
時
～
12
時

受
講
料　

５
０
０
円
。

そ
の
他　

▽
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ

ン
タ
ー
・
デ
ジ
カ
メ
持
込
可　

▽
申
込
不
要　

▽
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
当
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ

コ
ン
の
み
利
用
可
能
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　

１
回
３
０
０
０
円
。

そ
の
他　

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　

▽
パ
ソ

コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

ワ
ー
ド
初
級

日
時　

▽
午
前
コ
ー
ス
…
10
月

23
日
㈫
～
26
日
㈮
４
日
間
９
時

30
分
～
12
時
30
分　

▽
夜
間

コ
ー
ス
…
10
月
23
日
㈫
～
11
月

９
日
㈮
の
間
の
毎
週
㈫
、
㈮
６

日
間
、
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

※
応
募
者
が
極
端
に
少
な
い

場
合
は
中
止
し
ま
す
。

受
講
料　

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）

そ
の
他　

▽
各
コ
ー
ス
定
員
15

人　

▽
要
申
込　

▽
パ
ソ
コ
ン

の
持
込
不
要　

▽

一
人
で
入
力

で
き
る
人
が
対
象

●
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　

職
場
・
趣
味
の
仲
間
等
と
一

緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容　

12
時
間
コ
ー
ス
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
※
日
時
、

人
数
、
講
習
内
容
な
ど
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
講
料　

各
講
座
一
人
５
０
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

申

問

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー

　

℡
23-

１
７
５
０

保
育
士
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
参
加
者
募
集

　

保
育
現
場
へ
の
復
職
に
役
立

つ
知
識
や
技
術
を
学
び
直
す
事

が
出
来
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

10
月
30
日
㈫
、
31
日
㈬

両
日
10
時
～
15
時
45
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
東
津
田
町
）

対
象　

保
育
士
の
資
格
を
お
持

ち
で
、
現
在
は
保
育
士
と
し
て

勤
め
て
い
な
い
人

申
込
締
切　

10
月
26
日
㈮

申

問

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社

会
福
祉
協
議
会
（
島
根
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
０
８
５
２-

32-

５
９
５
７

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

日
時
・
場
所　

10
月
23
日
㈫

▽
５
～
６
カ
月
児
…
９
時
45
分

～
10
時　

▽
９
～
11
カ
月
児
…

13
時
30
分
～
13
時
45
分
（
受
付

時
間
）
、
健

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」
（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き

申
込
期
限　

10
月
19
日
㈮

申

問

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

求
職
者
対
象

12
月
期
受
講
生
の
募
集

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根
で

は
求
職
者
を
対
象
に
地
域
企
業

の
人
材
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
専
門

的
技
能
・
知
識
を
習
得
す
る
た

め
の
職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。

募
集　

▽
ビ
ル
管
理
サ
ー
ビ
ス

科　

▽
電
気
設
備
技
術
科

訓
練
期
間　

12
月
３
日
㈪
～
平

成
31
年
５
月
31
日
㈮

場
所　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島

根
（
松
江
市
東
朝
日
町
）

応
募
締
切　

11
月
12
日
㈪

●
説
明
会
・
見
学
会

期
日　

10
月
９
日
㈫
・
25

日
㈭
・

11

月
８
日
㈭

申

問

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

　

℡
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

心
の
健
康
相
談

（
無
料
・
要
申
込
）

　

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲
酒
問

題
、
も
の
忘
れ
等
に
つ
い
て
の

相
談
が
で
き
ま
す
。

日
時　

10
月
４
日
㈭
・
10

日
㈬
・

30
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

松
江
保
健
所
（
松
江
市

東
津
田
町
）

予
約　

前
日
ま
で

申

問

松
江
保
健
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

　

・
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

労
働
相
談
会

（
無
料
・
要
予
約
）

　

「
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
」「
突

然
解
雇
」
「
賃
金
不
払
」
な
ど
、

労
働
者
と
事
業
主
と
の
ト
ラ
ブ

ル
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

日
時　

10
月
21
日
㈰
10
時
～
15

時場
所　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松

江
市
学
園
南
）

そ
の
他　

▽
秘
密
厳
守　

▽
労

働
者
・
事
業
主
ど
ち
ら
か
ら
の

相
談
も
受
け
付
け
ま
す　

▽
当

日
受
け
付
け
有
り
（
予
約
優
先
）

申

問

島
根
県
労
働
委
員
会

　

℡
０
８
５
２-

22-

５
４
５
０

相　

談

な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン

　
11
月
４
日
㈰
号
砲
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イ
ベ
ン
ト

行
政
相
談
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
（
無
料
）

時
間　

９
時
～
12
時

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、
国
の
行
政
な

ど
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係

機
関
に
対
す
る
改
善
の
申
し
入

れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
毎
月
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
開
催
日
な
ど

は
、
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問

総
務
省
島
根
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

21-

３
６
３
０

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　

相
続
、
遺
言
、
不
動
産
売
買
・

名
義
変
更
、
会
社
登
記
、
借
金
、

ロ
ー
ン
、
悪
質
商
法
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
、
裁
判
な
ど
。

●
安
来
会
場
（
予
約
不
要
）

日
時
・
場
所　

10
月
３
日
㈬
14

時
～
17
時
、
安
来
中
央
交

●
松
江
会
場
（
要
予
約
）

日
時
・
場
所　

10
月
13
日
㈯
13

時
～
17
時
、
朝
日
公
民
館
（
松

江
市
東
朝
日
町
）

そ
の
他　

▽
予
約
優
先
（
予
約

は
月
・
火
・
木
曜
日
の
12
時
～

15
時
）　

▽
秘
密
厳
守

申

問

司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
（
無
料
・
要
予
約
）

日
時
・
場
所　

10
月
７
日
㈰
10

時
～
16
時
、
島
根
県
民
会
館
第

１
多
目
的
ホ
ー
ル
（
松
江
市
殿

町
）

内
容　

相
続
登
記
や
会
社
設

立
、
土
地
の
境
界
問
題
、
家
庭

内
の
も
め
ご
と
、
人
権
問
題
な

ど
。

申
込
締
切　

10
月
５
日
㈮
17
時

そ
の
他　

▽
相
談
は
法
務
局
職

員
、
公
証
人
等
が
応
じ
ま
す　

▽
秘
密
厳
守

申

問

松
江
地
方
法
務
局
総
務
課

　

℡
０
８
５
２-

32-

４
２
０
０

相
続
等
に
関
す
る
講
演
会

日
に
ち
・
場
所　

10
月
７
日
㈰
、

島
根
県
民
会
館
３
０
３
会
議
室

（
松
江
市
殿
町
）

●
「
相
続
に
つ
い
て　

～
遺
言

を
中
心
と
し
て
～
」

講
師　

島
根
県
司
法
書
士
会

時
間　

11
時
～
12
時

●
「
認
知
症
に
『
な
る
前
に
』

『
な
っ
た
と
き
』
～
成
年
後
見

制
度
に
つ
い
て
～
」

講
師　

宮
田
正
之
（
公
証
人
）

時
間　

13
時
～
14
時

そ
の
他　

▽
定
員
は
先
着
約
50

人　

▽
申
込
不
要　

▽
無
料

問

松
江
地
方
法
務
局
総
務
課

　

℡
０
８
５
２-

32-

４
２
０
０

各
種
定
期
相
談
は

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で

　

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談　

▽
９
時
～
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
～
12
時　

▽
人
権
施
策

推
進
課　

℡
23-

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所　

▽
９
時
30
分
～
12
時　

▽
人
権
施
策
推
進
課

　

℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

出
張
相
談
（
要
予
約
）

　

仕
事
に
悩
み
を
抱
え
る
若
者

の
総
合
相
談
窓
口　

▽
13
時
～

16
時　

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江

　

℡
０
８
５
２-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談

「
は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン
」

▽
10
時
～
12
時　

▽
定
住
推
進

課　

℡
23-

３
１
７
９

古
代
出
雲
王
陵
の
丘

健
康
ウ
オ
ー
ク

参
加
者
募
集

　

『
古
墳
と
日
本
遺
産
ト
蔵
新

田
の
ま
ち
・
荒
島
』
を
歩
き
、

健
康
な
体
を
つ
く
ろ
う
！

日
時　

10
月
７
日
㈰
受
付
８
時

～
、
開
会
式
９
時
、
ス
タ
ー
ト

９
時
30
分
～

場
所
（
集
合
・
受
付
）
　
古
代

出
雲
王
陵
の
丘
公
園
駐
車
場

コ
ー
ス　

▽
荒
島
古
墳
コ
ー
ス

（
７
㌔
）
▽
ふ
る
さ
と
コ
ー
ス

（
５
㌔
）
▽
安
全
コ
ー
ス
（
３
㌔
）

参
加
費　

高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
１
０
０
円

申
込
期
限　

10
月
１
日
㈪

そ
の
他　

参
加
者
全
員
に
お
に

ぎ
り
２
個
と
豚
汁
提
供
。
お
楽

し
み
抽
選
会
や
あ
ら
し
ま
市
も

あ
り
ま
す
。

申

問

荒
島
交

　

℡
・
FAX 

28-

６
７
８
３

大規模交流型イベント

　「走って恋して　運動会 ( レクリエーション )de 婚活」

日　　時　11 月 18 日㈰　14 時～ 20 時

場　　所　総合文化ホール「アルテピア」　小ホール

参加資格　20 歳～ 50 歳代までの独身者で安来都市圏・

　米子都市圏・松江都市圏（安来市・松江市・奥出雲町・

　米子市・境港市・南部町・伯耆町・日吉津村・大山町・

　日野町・江府町）に在住、もしくは安来市内の事業

　所にお勤めの人

募集人数　男性 50 人　女性 50 人

参 加 費 　3,000 円

申込締切　10 月 31 日㈬

申問婚活サロンアプローズ（事業協力者）

　℡０８５９- ２１- ７９７９

アルテピアｄｅ婚活
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

太
極
拳
無
料
体
験
教
室

　

10
月
に
１
カ
月
間
の
無
料
体 

験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
問

●
安
来
▽
金
曜
日
13
時
～
14
時

30
分
、
安
来
中
央
交

、
永
田
陽

子
（
℡
28ｰ

７
６
９
７
）

▽
木
曜
日
19
時
30
分
～
21
時
、

安
来
中
央
交

、
古
志
野
史
子
（
℡

23ｰ

１
８
６
１
）

▽
土
曜
日
９
時
30
分
～
11
時
、

安
来
中
央
交

、
為
国
勝
（
℡
37

ｰ

０
４
２
６
）

●
広
瀬
▽
水
曜
日
20
時
～
21
時

30
分
・
金
曜
日
９
時
30
分
～

11
時
、
広
瀬
中
央
交

、
（
吉
田

通
子
℡
０
９
０ｰ

４
８
０
２ｰ

２
２
７
９
）

●
伯
太
▽
月
曜
日
19
時
45
分

～
21
時
15
分
、
は
く
た
文
化

学
習
館
（
宮
本
久
美
恵
℡
37ｰ

０
７
５
５
）

安
来
市
総
合
文
化
祭

　

市
民
の
日
ご
ろ
の
活
動
披
露

や
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。

場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
ア

ル
テ
ピ
ア
」
（
※
短
歌
・
俳
句

当
季
雑
詠
は
安
来
中
央
交

）

【
展
示
部
門
】

■
華
道
・
工
芸
立
体
・
書
道
・

水
墨
画
・
日
本
画
・
俳
画
・
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
・
自
由
応
募

日
時　

10
月
12
日
㈮
～
15
日
㈪

９
時
～
17
時

　

※
最
終
日
は
16
時
ま
で

【
文
芸
部
門
】

■
将
棋
大
会　

日
時･

･
･

10
月

７
日
㈰
９
時
～

■
短
歌
大
会　

日
時･

･
･

10
月

28
日
㈰
10
時
～
、
安
来
中
央
交

■
囲
碁
大
会　

日
時･

･
･

10
月

28
日
㈰
９
時
30
分
～

■

俳

句

当

季

雑

詠　

日

時
･

･
･

10
月
８
日
㈪
㈷
12
時
～
、

安
来
中
央
交

問

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
23-

３
０
７
６

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ

音
楽
会
（
入
場
無
料
）

　

ル
・
ク
プ
ル
の
藤
田
恵
美
さ

ん
が
歌
う
曲
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
お
も
い
や
り
の
心
を

育
て
ま
す
。

日
時　

10
月
21
日
㈰
10
時
30
分

～
11
時
30
分
（
10
時
開
場
）

場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
ア

ル
テ
ピ
ア
」

対
象　

平
成
31
年
度
に
小
学
１

年
生
に
な
る
お
子
さ
ん
（
実
際

に
手
話
で
藤
田
さ
ん
と
一
緒
に

歌
う
）
、
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
、
一
般
市
民

問

（
一
社
）
安
来
青
年
会
議
所

事
務
局

　

℡
22-

３
０
３
８
（
月
曜
、

水
曜
、
金
曜
の
９
時
～
16
時
）

清
水
寺
灯
参
道

　

山
陰
を
代
表
す
る
古
刹
「
清

水
寺
」
。
参
道
・
境
内
を
ほ
の

か
な
灯
り
で
照
ら
し
神
秘
的
な

空
間
を
演
出
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　

10
月
20
日
㈯
・

21
日
㈰
17
時
～
20
時
30
分
、
清

水
寺

主
な
イ
ベ
ン
ト　

▽
根
本
堂
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト　

▽
清
水
寺
の

夜
参
り
～
湯
行
（
護
摩
火
）　

▽
境
内
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
（
各

日
19
時
15
分
～
）
な
ど

そ
の
他　

▽
Ｊ
Ｒ
安
来
駅
、
広

瀬
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
さ
ぎ
の

湯
温
泉
経
由
）
か
ら
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
ま
す　

▽
詳
し

く
は
、
安
来
市
観
光
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問

安
来
市
観
光
協
会

　

℡
23-

７
６
６
７

■安来地域

地　区 期　　日

十　神 ９月 29 日㈯～９月 30 日㈰

社　日 10 月   ７日㈰

島　田 11 月 10 日㈯～ 11 日㈰

宇賀荘 11 月 10 日㈯～ 11 日㈰

吉　田 10 月 21 日㈰

能　義 11 月 10 日㈯～ 11 日㈰

飯　梨 10 月 27 日㈯～ 28 日㈰

荒　島 10 月 27 日㈯～ 28 日㈰

赤　江 11 月 11 日㈰

※大塚地区は７月に開催しました。

問地域振興課　℡２３- ３０７０

秋の地区文化祭 ■広瀬地域

地　区 期　　日

広　瀬 12 月    １日㈯～２日㈰

布　部 11 月 10 日㈯～ 11 日㈰

比　田 11 月 11 日㈰（※１）

東比田 11 月 11 日㈰（※１）

山　佐 10 月 21 日㈰

下山佐 耐震工事のため中止

菅　原 11月18日㈰

宇　波 11月11日㈰

西　谷 11 月   ３日㈯㈷

奥田原 11月11日㈰

※１：比田・東比田地区は共同開催

■伯太地域

地　区 期　　日

安　田 耐震工事のため中止

母　里 11月11日㈰

井　尻 11月10日㈯～11日㈰

赤　屋 11月10日㈯～11日㈰

▲今年の大塚文化祭の様子



島
根
の
玄
関
で
お
出
迎
え

　

「
安
来
節
に
は
次
の
よ
う
な
歌

詞
が
あ
り
ま
す
。
『
汽
車
の
旅
路

で
安
来
の
ま
ち
は
出
雲
名
所
の
筆

は
じ
め
』
」
と
話
す
の
は
上
田
信

也
（
奥
出
雲
町
）
さ
ん
。
「
歌
詞

の
と
お
り
安
来
駅
は
島
根
の
玄
関

口
で
す
。
こ
こ
で
観
光
客
へ
の
お

も
て
な
し
の
た
め
毎
週
、
安
来
節

の
衣
装
で
ホ
ー
ム
に
立
っ
て
い
ま

す
」
。

　

上
田
さ
ん
は
「
安
来
駅
ど
じ
ょ

う
す
く
い
出
迎
え
隊
」
の
代
表
。

今
年
の
２
月
か
ら
毎
週
日
曜
日
の

▼
「
地
域
医
療
を
守
る
交
流
会
」

で
話
題
に
上
が
っ
た
無
医
地
区
の

問
題
。
安
来
市
は
、
広
瀬
町
奥
田

原
・
西
谷
が
該
当
し
、
伯
太
町
草

野
が
無
医
地
区
に
準
じ
る
地
区
に

該
当
し
ま
す
。
こ
の
会
で
取
材
し

た
高
校
生
は
、
将
来
は
安
来
で
地

域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
口
を
揃

え
て
話
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
思
い
の
あ
る
学
生
は
本
当
に
重

要
な
存
在
に
な
り
そ
う
で
す
（
旬
）

　

安
来
駅
の
清
水
久
年
駅
長
は

「
出
迎
え
隊
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝

し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
に
は
皆

さ
ん
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
」
と
、
他
の
駅
に
は
な

い
活
動
で
駅
が
盛
り
上
が
る
こ
と

を
喜
び
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
仲
間
が
集
ま
る

　

上
田
さ
ん
が
お
も
て
な
し
を
始

め
た
キ
ッ
カ
ケ
は
あ
る
講
演
会
で

の
講
師
の
一
言
。「
安
来
節
を
も
っ

と
活
用
す
べ
き
だ
。
写
真
は
旅
人

の
楽
し
み
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

に
一
念
発
起
。
そ
の
翌
日
か
ら

ホ
ー
ム
に
立
ち
ま
し
た
。

　

現
在
、
出
迎
え
隊
の
メ
ン
バ
ー

は
約
10

人
。
活
動
の
様
子
を
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投

稿
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
外
か
ら
賛

同
者
が
集
ま
り
、
都
合
の
良
い
と

き
に
皆
さ
ん
は
参
加
し
ま
す
。

　

こ
の
内
の
ひ
と
り
前
澤
巻ま

き希
さ

ん
（
松
江
市
）
は
、
「
皆
さ
ん
の

姿
に
共
感
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
時
、
車
中
か
ら
手
を

振
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
は
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

今
で
は
、
回
数
を
追
う
ご
と
に
、

手
を
振
り
返
し
て
く
れ
る
人
が
増

え
て
い
る
の
を
実
感
し
て
い
る
と

言
い
ま
す
。

　

今
日
も
ホ
ー
ム
に
立
つ
出
迎
え

隊
。
上
田
さ
ん
は
「
降
り
て
き
た

お
客
さ
ん
が
一
瞬
で
笑
顔
に
な
っ

て
、
安
来
に
来
た
こ
と
を
感
じ
て

も
ら
え
る
」
と
魅
力
を
語
り
ま
す
。

▼
出
迎
え
隊
は
、
隊
員
を
は
じ
め
看
板

を
持
っ
た
り
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
た
り

す
る
補
助
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
問

い
合
わ
せ
は
安
来
市
観
光
協
会
（
☎

23-

７
６
６
７
）
へ
。

午
前
に
、
観
光
客
を
乗
せ
た
特
急

列
車
等
を
出
迎
え
ま
す
。
降
り

立
っ
た
お
客
さ
ん
に
は
出
雲
弁
で

話
し
か
け
、
旅
の
思
い
出
に
と
一

緒
に
記
念
写
真
を
撮
り
ま
す
。

　

ま
た
、
車
中
の
通
過
客
へ
は

ホ
ー
ム
か
ら
手
を
振
り
、
皆
さ
ん

は
笑
顔
で
応
じ
ま
す
。
こ
の
会
話

の
無
い
や
り
取
り
で
も
、
安
来
節

の
ま
ち
を
大
き
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

▲活動日時は主に毎週日曜日

午前９時～ 10 時頃。この夏か

らは観光列車「あめつち」も

出迎えています。

▼
異
常
と
言
え
る
こ
の
夏
の
猛
暑

は
、
各
方
面
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
広
報
紙
の
取
材
も
暑

さ
と
の
戦
い
で
し
た
。
熱
く
な
っ

た
三
脚
が
持
て
な
か
っ
た
こ
と
。

湿
度
の
高
い
日
は
、
冷
え
た
車
中

か
ら
カ
メ
ラ
を
取
り
出
す
と
レ
ン

ズ
が
曇
る
こ
と
も
。
そ
ん
な
中
、

炎
天
下
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
は
感
謝

し
て
い
ま
す
（
の
）

▲インスタ映えするお迎え隊。記念写真用に
フォトプロップス（顔出しパネルや吹き出し
など）を用意したところ観光客に大人気に。

写真はタミー

安来市の人口と世帯数

人口合計／

世 帯 数 ／

H30.8.31現在

（男:18,734人　女:20,322人）

3 9 , 0 5 6 人

1 4 , 3 1 5 世 帯

平
成

3
0

年
1

0
月

号

旅人に笑顔のおもてなし
　　　安来駅どじょうすくい出迎え隊


